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1．はじめに 

 都市公園にある小規模水域では、人々のレクリエー

ション活動や、水生生物の食べ残した餌及び糞など由

来の多種多様な物質による汚濁が深刻化している。本

研究室では、このような小規模水域の水質改善に電気

化学的方法を用いた研究を行ってきた 1-2)。これまでの

研究では、水中有機物に対する分解除去効果、藻類の

増殖抑制効果、大腸菌群への殺菌効果が明らかになっ

たが、通電によるアンモニア態窒素への影響は不明で

ある。アンモニア態窒素の蓄積が水質悪化へとつなが

るため、小規模水域の水質改善に電気化学的方法を使

用する際、アンモニア態窒素への影響を把握すること

は重要であると考えられる。 

本研究では、炭酸アンモニウム水溶液と酢酸アンモ

ニウム水溶液を用い、通電による水中のアンモニア態

窒素への影響について検討を行った。 

2．実験装置及び実験方法 

2.1 実験装置 

 図‐1 に実験装置の概略を示す。グローブボックス

により、密閉された環境をつくる。陰極には、ステン

レスメッシュ板を二枚使用し、陽極にはチタンメッシ

ュ板を一枚使用した。陰陽電極板を交互に配置し、電

極間隔は 1.0 ㎝とした。電極の有効面積は 435 ㎠であ

り、電気の供給には直流安定化電源を用いた。 

2.2 実験方法 

 表‐1 に実験条件を示す。実験は 3ℓ の反応槽に調整

した供試水を 3ℓ 入れ、所定の印加電圧をかけて行った。

通電中、pH、水温、気態のアンモニアを測定した。通

電後、通電処理した水に含まれているアンモニア態窒

素、硝酸態窒素、全窒素の分析を行った 3)。アンモニ

ア態窒素は、インドフェノール青法を用いた。この方

法は、次亜塩素酸塩の共存のもとでフェノールと反応

して生ずるインドフェノール青の吸光度を測定してア

ンモニア態窒素を定量する方法である。硝酸態窒素は、

紫外線吸光光度法により、硝酸イオンの吸光度を測定

して定量した。全窒素はアルカリ性ペルオキソ二硫酸

カリウム分解をし、紫外線吸光光度法により定量した。 

 

3．実験結果 

3.1 pH と水温の経時変化 

 図‐2 に pH と水温の経時変化を示す。炭酸アンモニ

ウム水溶液の pH は、少しの変動はあるが、ほぼ変わ

らなかった。水温は、10V では 15℃から 20℃まであが

り、その後 18℃から 20℃に保たれていた。30V では

14℃から 30℃まで上昇し、その後 30℃から 36℃に保

たれていた。酢酸アンモニウム水溶液の pH は、10V

と 20V ではほぼ同じで上昇傾向にあった。30V では最

初に上がり、その後急激に下がった。水温は、10V で

は 14℃から 16℃に保たれ、20V では 13℃から 35℃へ

と上昇していき、30V では 14℃から 52℃へと上昇して

いった。 

      表‐1 実験条件 
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      図‐2  pH と水温の経時変化 

 

3.2 気態のアンモニアの経時変化 

 図-3 に気態のアンモニアの経時変化

を示す。炭酸アンモニウム水溶液では、

印加電圧が高いほど気態のアンモニア

の発生量は多かった。酢酸アンモニウム

水溶液でも印加電圧が高いほど気態の

アンモニアの発生量は多く、通電 24 時

間までの発生した気態のアンモニアの

量を比較してみると、10V では炭酸アン

モニウム水溶液のほうが、30V では酢酸

アンモニウム水溶液のほうが空気中に

逸散するアンモニアの量が多いことが

わかった。 

3.3 水中の各窒素量と印加電圧の関

係 

 図‐4 に水中の各窒素の量と印加電圧

との関係を示す。いずれの水溶液におい

ても、印加電圧が高いほど全窒素、アン

モニア態窒素は減少し、硝酸態窒素は増

加した。これは通電によりアンモニア態

窒素が硝酸態窒素に酸化されたと考え

られる。 

4．まとめ 

 水溶液や印加電圧によって通電後の

pH の変化が異なった。炭酸アンモニウム

水溶液の pH はほぼ変わらず、酢酸アンモ

ニウム水溶液の pH は印加電圧の高いほど

酸性化が進んだ。 

また、通電により水中のアンモニア態窒

素が空気中に逸散すると同時に、硝酸態窒

素に酸化された。 

そして、水中のアンモニア態窒素濃度の

減少、硝酸態窒素濃度の増加、及び気態の

アンモニア量の増加は印加電圧に相関し

ていることがわかった。
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